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京都大学瀬戸臨海実験所年報 25巻を 2011 年 6月 7日現在編集中であるが（６月中旬発
行予定）、その中の「研究報告抄録」という項目に挙げている一つが、大垣俊一さんの一つ
の集大成である。それは、瀬戸臨海実験所研究報告 (Publications of the Seto Marine 
Biological Laboratory) の Special Publication Series第 11巻に掲載されたもので、2011
年11月15日に発行された。これへの掲載論文は大垣さんらの１篇、Ohgaki, S., Komemoto, 
K. & Funayama, N. 2011.  A record of the intertidal malacofauna of cape Bansho, 
Wakayama, Japan, from 1985 to 2010.（大垣俊一・米本憲市・舩山展孝: 和歌山県番所崎
の潮間帯における 1985 年から 2010 年の軟体動物相の記録）だけである。.総頁数が 311
頁もの労作で、その概要は、「和歌山県田辺湾の番所崎海岸 4416㎡の岩盤上で、1985̶2010

































多板類 9 種、巻貝類 191 種、二枚貝類 42 種です。ご参考までに」。「番所崎の同定ガイド
ですが、2008 年版が Argonauta の HP で公開されています。これが最新版ですが、冊子
体は作っていませんので、必要でしたら、ダウンロードしてご利用ください」。 







追記（2012年 11月 14日） 
黒潮貝類同好会の「本覺寺杼貝」第 67号（本年９月 21日発行）に大垣俊一氏追悼の３篇
が掲載された。大垣さんは貝好きおたくたちが集まるこの会で色々な面で楽しんでおられ
たことがわかります。 
	 
（くぼた	 しん・京都大学瀬戸臨海実験所）	 
	 
